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医
療
供
給
体
制
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

平
成
二
十
年
二
月
四
日
付
で
「
医
療
供
給
体
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
を
提
出
し
、
同
年
二
月
十
二
日
、
政
府
答
弁
書

（
以
下
、
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
を
受
領
し
た
。
前
回
答
弁
書
に
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
の
医
師
臨
床
研
修
の
必
修

化
（
以
下
、
「
新
医
師
研
修
制
度
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
医
師
削
減
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
と
の
趣
旨

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
中
心
に
、
以
下
再
質
問
す
る
。

一

新
医
師
研
修
制
度
導
入
に
と
も
な
い
、
医
師
法
第
十
六
条
の
二
に
、
「
診
療
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
医
師
は
、
二
年
以

上
、
…
臨
床
研
修
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
の
規
定
が
設
け
ら
れ
、
医
師
が
診
療
に
従
事
す
る
前
に
臨
床
研
修
を

受
け
る
義
務
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
規
定
か
ら
す
れ
ば
、
臨
床
研
修
未
終
了
の
医
師
は
、
「
診
療
に
従
事
す
る
前
」
の
段
階

に
あ
る
た
め
、
診
療
に
は
従
事
し
て
い
な
い
と
理
解
で
き
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

二

医
師
不
足
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
は
、
医
師
免
許
保
有
者
数
で
は
な
く
、
診
療
に
従
事
す
る
医
師
数
を
基
準
と
し
て
考

え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

三

平
成
十
八
年
の
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
調
査
（
以
下
、
「
三
師
調
査
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
医
師
の
総
数
は
二

十
七
万
七
千
九
百
二
十
七
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
平
成
十
七
年
と
十
八
年
に
医
籍
登
録
さ
れ
、
医
籍
登
録
後
二
年
が
経
過
し

一



て
お
ら
ず
、
臨
床
研
修
未
終
了
が
確
実
な
医
師
は
一
万
四
千
四
百
五
十
二
人
、
医
師
総
数
の
約
五
・
二
％
で
あ
る
。
医
師
総

数
の
約
五
・
二
％
に
あ
た
る
医
師
が
、
医
師
免
許
は
保
有
す
る
も
の
の
、
診
療
に
従
事
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
新
医
師

研
修
制
度
導
入
に
よ
っ
て
、
平
成
十
年
五
月
十
五
日
付
の
「
医
師
の
需
給
に
関
す
る
検
討
会
」
報
告
書
が
い
う
よ
う
に
、

「
臨
床
研
修
の
充
実
に
よ
っ
て
研
修
に
相
当
す
る
期
間
だ
け
新
規
参
入
が
遅
れ
、
就
業
期
間
が
短
く
な
る
こ
と
か
ら
、
将
来

的
に
は
実
質
上
総
医
師
数
に
対
し
て
お
よ
そ
五
％
の
削
減
効
果
が
あ
る
」
と
理
解
す
る
の
が
、
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
前
回
答
弁
書
に
よ
れ
ば
、
政
府
は
、
こ
の
「
お
よ
そ
五
％
の
削
減
効
果
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
て
い
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、
当
該
検
討
会
が
間
違
っ
た
報
告
を
行
っ
た
と
考
え
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
妥
当
と
思
わ
れ
る
当
該
検
討
会
報

告
書
の
一
体
ど
こ
に
間
違
い
が
あ
る
の
か
、
根
拠
を
示
し
て
、
政
府
の
見
解
を
明
確
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

四

医
師
不
足
と
は
、
病
院
の
医
師
不
足
で
あ
る
。
三
師
調
査
を
見
る
と
、
診
療
に
従
事
し
て
い
な
い
研
修
未
終
了
の
医
師
を

除
い
た
、
病
院
で
診
療
に
従
事
す
る
医
師
数
は
、
平
成
十
四
年
の
約
十
五
万
九
千
人
か
ら
平
成
十
八
年
の
約
十
五
万
四
千
人

に
減
少
し
て
い
た
。
新
医
師
研
修
制
度
の
影
響
に
よ
っ
て
、
病
院
で
診
療
に
従
事
す
る
医
師
の
絶
対
数
は
減
少
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

五

医
師
不
足
は
、
救
急
・
産
科
・
小
児
科
な
ど
の
、
二
十
四
時
間
対
応
が
重
要
な
領
域
で
、
特
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
一

二



般
に
、
二
十
四
時
間
対
応
が
重
要
な
領
域
で
は
、
中
高
年
の
医
師
よ
り
、
若
手
の
医
師
が
中
心
と
な
っ
て
、
診
療
体
制
が
維

持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
三
師
調
査
を
見
る
と
、
診
療
に
従
事
し
て
い
な
い
研
修
未
終
了
の
医
師
を
除
い
た
、
病
院
で

診
療
に
従
事
す
る
三
十
九
歳
以
下
の
若
手
医
師
は
、
平
成
十
四
年
の
約
八
万
三
千
人
か
ら
平
成
十
八
年
の
約
六
万
九
千
人
に

減
少
し
て
お
り
、
減
少
率
は
約
十
七
％
に
も
及
ん
で
い
た
。
新
医
師
研
修
制
度
の
影
響
に
よ
っ
て
、
病
院
で
診
療
に
従
事
す

る
若
手
医
師
の
絶
対
数
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

六

医
師
不
足
の
背
景
に
は
、
出
産
、
育
児
等
に
よ
る
女
性
医
師
の
離
職
を
は
じ
め
と
し
た
複
合
的
な
要
因
が
存
在
し
て
い
る

と
の
前
回
答
弁
書
の
指
摘
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
要
因
を
解
決
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
平

成
二
十
年
度
か
ら
医
学
部
入
学
定
員
を
百
六
十
八
人
増
加
さ
せ
た
が
、
こ
の
増
員
分
が
診
療
に
従
事
す
る
の
は
、
八
年
後
と

な
る
。
ま
た
、
こ
の
定
員
増
加
を
継
続
し
て
も
、
診
療
に
従
事
す
る
医
師
は
、
平
成
三
十
八
年
度
に
お
い
て
も
、
定
員
増
が

な
い
場
合
と
比
較
し
て
、
千
六
百
八
十
人
増
加
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
見
れ
ば
、
政
府
の
医
師
不
足
対
策

は
、
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

七

新
医
師
研
修
制
度
は
、
「
我
が
国
の
医
療
供
給
体
制
は
量
的
な
面
で
は
総
体
と
し
て
充
足
さ
れ
て
き
て
い
る
」
と
の
基
本

認
識
の
下
に
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
導
入
に
あ
た
っ
て
、
「
国
民
か
ら
医
療
に
向
け
ら
れ
る
意
識
や
ニ
ー
ズ
の
変
容
に
的
確
に

三



応
え
ら
れ
る
医
師
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
な
ど
と
、
医
師
の
資
質
の
向
上
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
、

医
師
不
足
、
す
な
わ
ち
医
師
の
量
的
な
不
足
が
極
め
て
深
刻
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
の
状
況
下
で
は
、
質
の
向
上
よ
り

も
、
量
的
な
不
足
の
解
消
が
、
む
し
ろ
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

八

新
医
師
研
修
制
度
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
見
直
し
に
際
し
て
、
医
師

不
足
対
策
と
し
て
、
研
修
期
間
を
一
年
間
に
短
縮
す
る
と
、
平
成
二
十
二
年
度
に
は
、
診
療
に
従
事
す
る
医
師
が
、
現
行
制

度
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合
よ
り
も
、
お
お
む
ね
七
千
二
百
人
増
加
す
る
。
こ
の
対
策
は
、
医
師
不
足
対
策
と
し
て
、
容
易
に

実
行
可
能
で
あ
り
、
か
つ
短
期
間
で
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

九

平
成
二
十
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
精
神
科
外
来
に
お
け
る
精
神
療
法
に
関
わ
る
時
間
の
目
安
が
導
入
さ
れ
、
一
定

の
時
間
を
か
け
た
診
療
を
行
う
こ
と
が
診
療
報
酬
支
払
い
の
条
件
と
な
っ
た
。
ま
た
、
外
来
管
理
加
算
に
つ
い
て
も
、
五
分

の
目
安
が
導
入
さ
れ
、
丁
寧
な
診
療
が
報
酬
支
払
い
の
条
件
と
な
っ
た
。
確
か
に
、
丁
寧
な
診
療
を
行
わ
な
い
場
合
に
は
、

報
酬
を
引
き
下
げ
る
こ
れ
ら
の
制
度
の
導
入
は
、
個
々
の
事
例
に
お
け
る
質
的
な
側
面
を
見
る
と
、
適
切
な
診
療
に
結
び
つ

く
可
能
性
が
あ
り
、
前
回
答
弁
書
の
「
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
当
該
改
定
に
よ
り
患
者
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
診
療
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
考
え
る
。
」
と
の
理
解
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
社
会
全
体
に
お
け
る
量

四



的
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
医
療
供
給
不
足
を
も
た
ら
す
危
険
が
あ
る
。
例
え
ば
、
数
多
く
の
外
来
患
者
を
少
数
の
医
師
で
診

療
し
て
い
る
地
方
の
中
小
自
治
体
病
院
に
お
い
て
は
、
経
営
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
現
在
の
収
入
を
今
後
も

維
持
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
外
来
診
療
時
間
の
長
時
間
化
を
行
う
し
か
方
法
が
な
い
。
そ
の
結
果
、
待
ち
時
間
の
延
長
・
救
急

や
病
棟
診
療
に
従
事
す
る
時
間
の
不
足
・
医
師
の
過
重
労
働
の
深
刻
化
に
よ
る
退
職
増
加
な
ど
が
生
じ
、
最
終
的
に
は
、
救

急
患
者
受
入
困
難
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
供
給
不
足
の
深
刻
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解

は
い
か
が
か
。

十

医
療
供
給
不
足
が
深
刻
な
現
在
の
状
況
下
で
は
、
診
療
報
酬
改
定
に
よ
っ
て
、
事
態
が
悪
化
す
る
可
能
性
が
否
定
で
き
な

い
場
合
に
は
、
特
に
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
診
療
報
酬
改
定
に
よ
っ
て
地
域
の
医
療
供
給
に
混
乱
が
生
じ
て
い
な
い

か
、
現
場
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
、
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
い
か
が
か
。

十
一

前
回
答
弁
書
の
「
一
の
�
、
二
及
び
三
に
つ
い
て
」
で
、
政
府
は
「
医
師
数
は
総
数
と
し
て
も
充
足
し
て
い
る
状
況
に

は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。

改
め
て
政
府
の
見
解
を
問
う
。
医
師
数
は
不
足
し
て
い
る
の
か
否
か
。

右
質
問
す
る
。

五


